
自主財源
 37.3%

依
存
財
源

 62
.7%

入ったお金

みなさん
からの税金
66億9978万円（29.4%）

繰越金
7億309万円（3.1%）

使用料・手数料
1億6499万円（0.7%）

財産収入
4044万円（0.2%）

繰入金・その他
8億9552万円（3.9%）

国から交付されたお金
24億402万円（10.6%）

国と県からの
支出金
94億2381万円
（41.4%）

借りたお金
10億3360万円（4.5%）

地方消費税交付金
10億5051万円（4.6%）

その他
3億5807万円
（1.6%）

227億7382万円

［民生費］
福祉などの
充実のために
64億9663万円
（29.7%）

［土木費］
土木工事などに
13億6386万円
（6.2%）

［教育費］
学校や生涯学習
のために
21億4135万円
（9.8%）

［総務費］
組織管理の経費及び
定額給付金の経費
67億3300万円（30.8%）

［公債費］
借りているお金の返済
12億3096万円（5.6%）

［衛生費］
市の衛生のために
14億2644万円（6.5%）

［議会費・農林水産業費・
労働費・商工費・消防費・諸支出金］
その他
24億8382万円（11.4%）

使ったお金
218億7605万円

一般会計・特別会計決算

　

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
決
算

で
は
、
次
ペ
ー
ジ
下
欄
に
あ
る
よ

う
に
歳
入
決
算
額
か
ら
歳
出
決
算

額
を
引
き
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す

べ
き
財
源
を
控
除
し
た
実
質
収
支

額
が
す
べ
て
黒
字
で
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
の
た
め
国
庫
支
出
金
が
83
億

５
３
５
５
万
円
、
対
前
年
度
費
59
億

５
２
７
０
万
円
、
２
４
７
・９
％
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、

　

令
和
３
年
９
月
定
例
会
は
、９
月
１
日
か
ら
９
月
29
日
ま
で
の
29
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
長
提
出
議
案
は
、
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
１
件
、
令
和
２
年
度
一
般
会

計
決
算
の
認
定
・
特
別
会
計
決
算
の
認
定
８
件
、
条
例
改
正
案
４
件
、
市
道
路
線
認
定
・
変
更
２

件
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
７
件
、
人
事
案
件
１
件
の
合
計
23
件
で
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
は
１
件
で
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
通
り
認
定
、
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
13
人
の
議
員
が
市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
で
大
幅
増

歳 入

歳 出

令和２年度一般会計の決算状況 9月定例会

令和２年度一般会計決算を認定
歳入総額 227億7,382万円

形式収支額 ８億9,777万円
翌年度へ繰り越すべき財源 954万円
実質収支額(決算剰余金) ８億8,823万円

歳出総額 218億7,605万円
( 前年度比 33.2％増 ) ( 前年度比 33.4％増 )

一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
状
況

特
別
定
額
給
付
金
事
業
費
補
助
金
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

歳
出
で
増
額
要
因
と
な
っ
て
い
る

の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
総
務
費

で
は
、
市
民
一
人
に
10
万
円
を
給
付

す
る
特
別
定
額
給
付
金
。
民
生
費
で

は
、
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給

付
金
。
衛
生
費
で
は
、
水
道
料
金
負

担
軽
減
補
助
金
。
商
工
費
で
は
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
負
担
金
。
教
育

費
で
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
関
連

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
代
が
あ
り
ま
す
。

（2）〔市議会だよりさって〕No.100



一般会計・特別会計決算

　

令
和
２
年
度
幸
手
駅
西
口
土
地
区

画
整
理
事
業
繰
越
明
許
費
の
繰
越
額

６
２
９
３
万
３
千
円
に
含
ま
れ
る
、

物
件
移
転
補
償
費
８
６
２
万
６
千
円

の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
充

当
額
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
幸
手
駅
西
口
土
地
区
画
整

理
事
業
の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

も
市
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

物
件
移
転
補
償
額
８
６
２
万
６
千

円
に
つ
い
て
は
、
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
の
充
当
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

幸
手
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業

の
今
後
の
見
通
し
は
、
現
在
は
一
部

の
み
の
供
用
と
な
っ
て
い
る
都
市
計

画
道
路
西
口
停
車
場
線
、
都
市
計
画

道
路
杉
戸
・
幸
手
・
栗
橋
線
及
び
駅

前
周
辺
の
整
備
を
優
先
し
て
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

及
び
北
葛
北
部
医
師
会
と
の
協
働
に
よ

り
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
の
多
職
種
に
よ

る
連
携
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
第
７
期
計
画
期
間
で
見
込
ん

だ
保
険
給
付
費
と
地
域
支
援
事
業
費

の
総
合
計
画
に
対
す
る
決
算
状
況
に
つ

い
て
は
、
３
年
間
を
通
し
て
は
、
お
お

む
ね
計
画
ど
お
り
に
進
ん
だ
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
予

算
か
ら
決
算
か
ら
事
業
計
画
か
ら
評

価
か
ら
、
全
部
介
護
保
険
運
営
協
議

会
が
携
わ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う

な
の
か
を
伺
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
予
算

等
に
つ
い
て
も
、
介
護
保
険
運
営
協

議
会
に
お
い
て
議
題
に
挙
げ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

３
か
年
に
わ
た
る
高
齢
者
福
祉
計

画
・
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

最
後
の
決
算
を
終
え
、
第
７
期
の
総

括
を
伺
い
ま
す
。

　

重
点
施
策
に
絞
り
総
括
し
ま
す
と
、

１
点
目
、
介
護
予
防
の
推
進
と
し
て
、

身
近
な
地
域
で
介
護
予
防
教
室
や
出

前
講
座
等
を
実
施
し
ま
し
た
。
２
点

目
、
在
宅
生
活
の
充
実
と
し
て
、
生
活

支
援
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
整

備
に
向
け
て
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
ま
し
た
。
３
点
目
、
認

知
症
対
策
の
推
進
と
し
て
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
の
介
護
支
援
専
門
員
に
よ
る
、
相

談
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
医
療
・
介
護
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
と
し
て
、
幸
手
市
、
杉
戸
町

質

疑

質

疑

質

疑

答

弁

答

弁

答

弁

会計名 歳入決算額 歳出決算額 翌年度へ繰り越すべき財源 実質収支額
一般会計 22,773,822,435 21,876,051,564 9,543,000 888,227,871

国民健康保険特別会計 5,774,255,762 5,631,217,388 0 143,038,374
後期高齢者医療特別会計 678,783,616 673,535,818 0 5,247,798
介護保険特別会計 3,950,118,198 3,773,495,006 0 176,623,192

農業集落排水事業特別会計 39,471,555 36,542,768 0 2,928,787
幸手駅西口土地区画整理事業特別会計 481,342,979 381,271,430 62,933,000 37,138,549
水道事業会計(収益的収支 ) 1,033,914,871 986,767,065 0 47,147,806
公共下水道事業会計(収益的収支 ) 697,321,701 677,382,460 0 19,939,241

令和２年度一般会計・特別会計の決算状況 ( 単位：円 )

※水道事業会計及び公共下水道事業会計は税抜きです。

令
和
３
年
９
月
定
例
議
会

本
会
議
議
案
質
疑
内
容

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

古
沢　

万
友
実　

氏

（
議
案
第
54
号
）

令
和
２
年
度
幸
手
市
介
護

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

(

議
案
第
56
号)  

令
和
２
年
度
幸
手
市
幸
手
駅
西
口

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

人

事

案

件

教
育
委
員
会
委
員

（3） 〔市議会だよりさって〕No.100



一般会計・特別会計決算

　

令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
死
亡
者
も
発

出
さ
れ
、
市
主
催
の
行
事
や
事
業
も

中
止
に
な
る
な
ど
、
地
域
経
済
も
市

民
生
活
も
大
き
く
変
容
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
幸
手
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
は
、
歳
入
決
算
額
２
２

７
億
７
３
８
２
万
２
４
３
５
円
、
歳

出
決
算
額
２
１
８
億
７
６
０
５
万
１

５
６
４
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
自
主
財
源
の
主
た
る
財

源
で
あ
る
市
税
は
、
対
前
年
0.7
%

減
の
66
億
９
９
７
７
万
５
４
２
２

円
、
国
庫
支
出
金
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
補
助
金
な
ど

83
億
５
３
５
５
万
３
５
３
６
円
と
増

額
し
、
依
存
財
源
は
１
４
２
億
７
０

０
０
万
９
８
４
７
円
と
な
り
、
多
額

の
依
存
財
源
で
賄
わ
れ
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
民
生
費
と
し
て
は
64
億

９
６
６
３
万
４
０
５
６
円
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
費
な
ど

　

令
和
２
年
度
幸
手
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た

施
策
を
見
ま
す
と
、
総
務
分
野
に
お

い
て
は
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
特
別
定
額
給
付
金
、

市
民
全
員
へ
の
一
律
10
万
円
給
付
に

お
い
て
、
迅
速
に
市
民
の
手
元
に
届

け
ら
れ
た
こ
と
を
評
価
し
ま
す
。

　

民
生
分
野
に
お
い
て
は
、
新
生
児

特
別
定
額
給
付
金
と
し
て
10
万
円
を

支
給
し
た
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

出
産
を
迎
え
た
家
族
に
大
変
喜
ば
れ
、

評
価
し
ま
す
。

　

商
工
分
野
に
お
い
て
は
、
1
人
あ

た
り
２
千
円
の
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ー
ル
応

援
券
発
行
事
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
苦

労
を
す
る
市
民
、
事
業
所
も
支
援
を

す
る
こ
と
が
出
来
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
繋
が
っ
た
こ
と
を
評
価
し
ま

す
。

　

消
防
分
野
に
お
い
て
は
、
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
や
検
温
カ
メ
ラ
等
の
備
品

を
整
え
、
液
体
ミ
ル
ク
を
備
蓄
し
た

こ
と
は
、
市
民
の
安
心
安
全
に
直
に

繋
が
る
も
の
で
あ
る
と
評
価
し
ま
す
。

武
藤
　
壽
男
　

四
本
　
奈
緒
美

賛
成
討
論

賛
成
討
論

　

教
育
分
野
に
お
い
て
は
、
新
た
な

時
代
へ
の
学
習
の
為
に
、
児
童
・
生

徒
に
1
人
1
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
整
備
し
た
事
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍

で
の
学
び
を
確
保
・
継
続
す
る
こ
と

が
出
来
た
こ
と
を
評
価
し
ま
す
。

　

依
っ
て
、
公
明
党
は
賛
成
討
論
と

し
ま
す
。

　
事
業
認
可
後
か
ら
令
和
２
年
度
ま

で
の
事
業
費
の
合
計
及
び
財
源
内
訳

に
つ
い
て
市
は
、
土
地
区
画
整
理
事

大
平
　
泰
二

反
対
討
論

業
費
31
億
４
８
０
３
万
円
、
人
件
費

約
５
億
１
７
０
０
万
円
、
公
有
財
産

購
入
費
５
億
３
５
９
３
万
円
を
合
計

し
た
事
業
費
が
約
42
億
円
と
市
は
報

告
し
ま
し
た
。

　

当
初
市
が
公
表
し
た
重
点
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
28
の
試
算
で
は
一
般
財
源
が

13
億
７
３
８
２
万
３
千
円
で
し
た
が

実
際
に
か
か
っ
た
予
算
は
19
億
３
３

４
１
万
円
と
な
り
５
億
５
９
５
９
万

円
予
算
が
多
く
か
か
っ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

駅
西
口
事
業
の
最
終
年
度
に
つ
い

て
は
令
和
18
年
３
月
31
日
ま
で
と

し
、
総
事
業
費
が
75
億
７
９
０
０
万

円
。
令
和
２
年
度
ま
で
の
事
業
費

31
億
４
８
０
３
万
５
千
円
を
差
し
引

い
た
約
44
億
３
１
０
０
万
円
の
事
業

費
が
か
か
る
見
込
み
と
の
答
弁
で
し

た
が
、
今
ま
で
の
計
画
よ
り
一
般
財

源
を
５
億
５
９
５
９
万
円
も
多
く

使
っ
て
い
る
こ
と
を
見
た
場
合
、
総

事
業
費
が
75
億
７
９
０
０
万
円
で
済

ま
な
い
事
は
明
ら
か
で
す
。

　

総
工
事
費
・
工
事
期
間
・
経
済
的

効
果
、
全
て
不
明
の
駅
西
口
土
地
区

画
整
理
事
業
、
今
後
は
久
喜
新
道
と

御
成
り
街
道
を
繋
ぐ
道
路
、
駅
前
の

停
車
場
線
を
真
っ
直
ぐ
に
す
る
事
業

に
し
ぼ
り
、
後
は
全
て
区
切
り
の
い

い
と
こ
ろ
で
中
止
す
べ
き
で
す
。

補
助
費
等
の
決
算
額
は
77
億
３
５
5

６
万
8
千
円
で
し
た
。

　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
等
の
活
用

を
要
望
し
て
き
た
が
、
ハ
ッ
ピ
ー
エ

ー
ル
応
援
券
発
行
事
業
等
に
、
総
額

６
億
９
６
７
３
万
８
２
６
２
円
の
事

業
を
実
施
し
、市
民
へ
の
生
活
支
援
、

経
済
支
援
、
教
育
支
援
と
し
て
成
果

が
あ
っ
た
と
評
価
し
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
は
、
10
億
４
４
９
９

万
６
千
円
、
維
持
補
修
費
は
1
憶
４

１
２
万
６
千
円
程
の
僅
か
の
充
当
で

し
た
。

　

決
算
時
点
財
政
状
況
は
、
１
４
３

億
３
９
５
０
万
2
千
円
の
市
債
残
高
、

財
政
調
整
基
金
な
ど
基
金
残
高
は
、

８
億
７
６
６
８
万
４
千
円
と
な
り
、
緊

急
時
に
備
え
る
基
金
と
し
て
危
機
的

で
あ
り
厳
し
い
財
政
運
営
と
な
り
ま

す
。

(
議
案
第
51
号)  

令
和
２
年
度
幸
手
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

(

議
案
第
56
号)  

令
和
２
年
度
幸
手
市
幸
手
駅
西
口

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

（4）〔市議会だよりさって〕No.100




